定量的磁化率マッピングの頸動脈プラークへの応用 by 池辺 洋平
 
 
池辺 洋平 論文内容の要旨 
 
 
主  論  文 
 
 








Magnetic Resonance in Medical Sciences 2020;19;135–140  
 
長崎大学大学院医歯薬学総合研究科医療科学専攻 
















頸動脈プラークを有し頸動脈内膜剥離術を予定している 7 患者を対象とした。３T の MRI 装置
（Skyra, Siemens 社製）を用いて、QSM の作成に必要な画像（Magnitude 画像、位相画像）を取得
し、 
QSMを作成した。従来のプラークイメージング画像（Black-blood法を用いた T1強調像〔T1WI〕、T2








病理学的には、脂質に富んだ壊死組織が 7 例すべてで認められ、プラーク内出血が 7 例中 5 例で
認められた。プラーク内出血の平均相対磁化率値は、例外なく脂質に富んだ壊死組織よりも高かっ
た（P = 0.0313）。すべての従来のプラークイメージング画像で、プラーク内出血の CNR と脂質に富ん
だ壊死組織の間に有意差を認めなかった。プラーク石灰化を伴う 6 例すべてにおいて、石灰化の相
対磁化率値は、例外なく脂質に富む壊死よりも有意に低かった（P = 0.0156）。 T1WI、PDWI、TOF
では脂質に富んだ壊死組織と石灰化の CNR に有意差を認めた（P <0.05）。 
■考察 
今回の結果では、プラーク内出血は他の成分より有意に高い相対磁化率値を有し、石灰化は有意
に低い値を示していた。血腫は常磁性体、石灰化は反磁性体であり、それらの磁化率値を反映した
値と思われる。脂質に富んだ壊死組織は種々の相対磁化率値を示していたが、プラーク内出血・石
灰化の相対磁化率値とは有意差を認めた。 
プラーク内出血は他のプラークの成分よりも脳梗塞発症と強く関連していると報告されている。脂質
に富んだ壊死組織も不安定プラークの成分であるが、出血の方がより強く脳梗塞発症と強く関連し
ている。石灰化はプラークの安定性に寄与すると報告されている。このため、これらの成分を区別す
ることは重要であり、今回の我々の検討結果では QSM ではその区別ができる可能性がある。また、
プラーク内出血は他の成分よりも高い相対磁化率値を示し、QSM は特に脳梗塞リスクの高いプラー
ク成分であるこのプラーク内出血を高い磁化率値として検出できると思われ、プラークのリスク評価を
行う際に特に重要な情報を得ることができる可能性がある。 
頸動脈プラークのＱＳＭによる評価は、プラーク内出血・脂肪に富んだ壊死組織・石灰化を識別する
新たなコントラストの画像となりえる。 
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